
伊豆市では伝統の原木栽培により、高品質なシイ

タケが生産されています。原木シイタケは肉厚で味、

香りともによく、特に原木シイタケの乾シイタケは

全国品評会でも毎回上位入賞を果たしています。
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イ
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イ
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さ
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実
家
が
シ
イ
タ
ケ
農
家
で
子
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も
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ら
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培
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な
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育
ち、
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に
農
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を
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め
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し
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に
こ
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わ
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自
分
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張
っ

た
分
だ
け
収
入
に
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映
さ
れ
る
農
業
に
魅
力

を
感
じ
た
」
と
話
し
ま
す
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現
在
は、

消
費
者

の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う、
歯
応
え

と
香
り
が
良
く、
見
た
目
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美
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シ
イ
タ
ケ
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目
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し
て
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熱
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で
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ま
す。
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植
菌
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あ
り

ま
す
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工
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つ
＿
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丁
寧
に
行
う
こ
と
で
質
の
高
い
シ
イ
タ
ケ
が

育
つ
」
と
話
し
ま
す。
特
に
植
菌
は、
早
め
の
時

期
に
済
ま
せ
る
こ
と
で
原
木
全
体
へ
の
菌
の

広
が
り
を
良
く
し
て
い
ま
す。

伊
豆
市
は

年
間
雨
量
が

多
く
寒
暖
差
も

あ
り、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
適
し
て
い
ま
す。
自
然

の
力
で
育
つ
原
木
シ
イ
タ
ケ
は、
季
節
ご
と
に

香
り
や
食
感、

味
が
変
わ
り、

風
味
の
違
い
を

楽
し
め
る
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も
魅
力
の
＿

つ
で
す。

「
生
シ
イ
タ
ケ
は
フ
ラ
イ
が
お
す
す
め。
肉
厚

で
食
べ
応
え
も
あ
り、
歯
応
え
が
と
て
も
良
い
」

と
笑
顔
で
語
り
ま
す。
乾
シ
イ
タ
ケ
は
甘
辛
煮

や
炊
き
込
み
ご
飯
が
定
番
で、
だ
し
汁
も
活
用

で
き
ま
す。
「
乾
シ
イ
タ
ケ
は
調
理
に
ひ
と
手
間

か
か
る
が、
そ
の
分
う
ま
み
が
強
い
の
で、
若
い

人
に
も
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
語
る
森
野
さ
ん

の
言
葉
に
は、
シ
イ
タ
ケ
の
魅
力
を
幅
広
い
世

代
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す。

「
直
売
所
で
リ
ピ
—
夕
—
の
お
客
さ
ま
が
自

分
の
シ
イ
タ
ケ
を
購
入
し
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
」
と
笑
顔
の
森
野
さ
ん
。

新
規
就
農
し
た
若
手
生
産
者
の
サ
ポ
ー
ト

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み、
積
み
上
げ
た
農
業

経
験
と
技
術
を
共
有
す
る
こ
と
で、
地
域
農
業

の
発
展
を
支
え、
未
来
へ
継
承
し
て
い
ま
す。

自
然
の
恵
み
と
丁
寧
な
手
仕
事
か
ら
生
ま

れ
る
シ
イ
タ
ケ
の
＿

つ
＿

つ
が、
地
域
の
豊
か

さ
と
農
業
の
魅
力
を
物
語
っ
て
い
ま
す。
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修善寺営農経済センタ ー

たけ むら たか あき

竹村卓晃

修善寺営農経済センターでは、原木シイタケ栽培の産地振興の取り組みとして、

伊豆市と連携して地域おこし協力隊制度を活用した新規就農者の確保や、新規

就農者募集のため、若手生産者と協力してPR動画の作成などに取り組んでいます。

今後も生産者の皆さまと連携し、伝統の原木シイタケ栽培を次世代に継承して

いけるように尽力していきます。
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